
平成２６年度 決算報告書 
 

国立大学法人筑波技術大学 
 

（単位：百万円） 
 

区分 

 

 
予算額 

 

 
決算額 

 

 
差 額 

（決算－予算） 

 
備 考 

 
 

収入 

  運営費交付金 

  施設整備費補助金 

  船舶建造費補助金 

 補助金等収入 

 国立大学財務・経営センタ 

 ー施設費交付金 

 自己収入 

  授業料、入学料及び検定 

  料収入 

  附属診療所収入 

  財産処分収入 

  雑収入 

 産学連携等研究収入及び寄

  附金収入等 

 引当金取崩 

 長期借入金収入 

 貸付回収金 

 目的積立金取崩 

      計 

 

 

２，４９８ 

－ 

－ 

－ 

１７ 

 

４０３ 

２２５ 

 

１１１ 

－ 

６７ 

２５ 

 

－ 

－ 

－ 

－ 

２，９４３ 

 

 

２，５３８ 

１２３ 

－ 

－ 

１７ 

 

４０３ 

２２３ 

 

１１６ 

－ 

６４ 

２６８ 

 

－ 

－ 

－ 

４１ 

３，３９０ 

 

 

４０ 

１２３ 

－ 

－ 

０ 

 

０ 

△２ 

 

５ 

－ 

△３ 

２４３ 

 

－ 

－ 

－ 

４１ 

４４７ 

 

 

（注１）  
（注２） 

 

 

 

 

 

（注３） 

 

（注４） 

 

（注５） 

（注６） 

 

 

 

 

（注７） 

 

 

支出 

  業務費 

  教育研究経費 

  診療経費 

 施設整備費 

 船舶建造費 

 補助金等 

 産学連携等研究経費及び寄

  附金事業費等 

 貸付金 

 長期借入金償還金 

 国立大学財務・経営センタ 

 ー施設費納付金 

      計 

 

 

２，９００ 

２，７２９ 

１７１ 

１７ 

－ 

－ 

２５ 

 

－ 

１ 

－ 

 

２，９４３ 

 

 

２，９７０ 

２，７２８ 

２４２ 

１４０ 

－ 

－ 

５７ 

 

－ 

１ 

－ 

 

３，１６８ 

 

 

７０ 

△１ 

７１ 

１２３ 

－ 

－ 

３２ 

 

－ 

０ 

－ 

 

２２５ 

 

 

（注８） 

 

 

（注９） 

 

 

（注１０） 

 

 

 

 

 

 

 

収入－支出 
 

 

－ 
 

 

２２２ 
 

 

２２２ 

 

 
 

 

 



 

 

○予算と決算の差異について 

（注１）運営費交付金については、前年度からの繰越があったこと等により、予算額に比

して決算額が４０百万円多額となっています。 

（注２）施設整備費補助金については、予算段階では予定していなかった国からの補助金

の獲得に努めたため、予算額に比して決算額が１２３百万円多額となっていま

す。 

（注３）授業料、入学料及び検定料収入については、在学者の減等により、予算額に比し

て決算額が２百万円少額となっています。 

（注４）附属診療所収入については、主として患者数が増加したこと等により、予算額に

比して決算額が５百万円多額となっています。 

（注５）雑収入については、主として財産貸付料収入が減少したことにより、予算額に比

して決算額が３百万円少額となっています。 

（注６）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、寄附金や受託研究等収入の獲

得が好調だったこと及び筑波技術大学基金からの繰越があったこと等により、予

算額に比して決算額が２４３百万円多額となっています。 

（注７）目的積立金取崩については、診療棟新棟建設事業等のために、予算額に比して決

算額が４１百万円多額となっています。 

（注８）業務費のうち教育研究経費については、主として管理的経費の減等により、予算

額に比して決算額が１百万円少額となっています。また、診療経費については、

主として診療棟新棟建設事業の実施や診療所職員の退職に伴う退職手当の支給

等により、予算額に比して決算額が７１百万円多額となっています。 

（注９）施設整備費については、（注２）に示した理由により、予算額に比して決算額が

１２３百万円多額となっています。 

（注 10）産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、（注６）に示した理由によ

り、予算額に比して決算額が３２百万円多額となっています。 


